
佐賀大学 第 12回 総合分析実験センターセミナー 

日本各地の山椒の特色 
新型コロナウイルスの解析で有名になった「ゲノム解析」という最新技術を用いて、日本各地の  

山椒を分析し、その成果を、最近、学術論文として発表しました。そこで、上記演題にて、研究者、

学生のみならず、生産者、JA、行政等を対象として論文の内容をかみ砕いて説明いたします。 

 

記 

 

日  時： 2021年 3月 26日（金）16:00～ 

講  師： 永野幸生（佐賀大学）、山﨑一諒（兵庫大学）、福留奈美（東京聖栄大学） 

開催方式： Webexによるオンラインセミナー 

申込方法： https://bit.ly/2OByZGJ または右記 QRコードより 

申込〆切： 2021年 3月 25日（木）17：00 

 

参加申し込みをされた方には、申込〆切以降に、オンラインセミナーの情報が届きます。 

また、Webexの使い方は、簡単です。 

しかし、あらかじめ、Webex のページ(https://www.webex.com/ja/downloads.html)よりアプリのダウン

ロードをお勧めします。 

開始日時の 30 分前から接続できるようにしますので、使い方に自信がない方は早めに接続して 

みてください。 

 

問い合わせ：永野幸生 0952-28-8898 nagano@cc.saga-u.ac.jp 

 

研究成果の概要 

※本セミナーは佐賀大学総合分析実験センターの FD・SDセミナーとしても扱われます。 

https://bit.ly/2OByZGJ
https://www.webex.com/ja/downloads.html
mailto:nagano@cc.saga-u.ac.jp

